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川薩・出水保健所における定点報告疾患

北薩感染症情報
2026年第32週（８月３日～８月９日）

【問い合わせ先】 〒895-0041 薩摩川内市隈之城町228番地1
北薩地域振興局保健福祉環境部（川薩保健所）健康企画課

電話  0996-23-3165       FAX  0996-20-2127 
            E-ﾒｰﾙ kita-kenkou-shippei@pref.kagoshima.lg.jp

◎： 警報レベル ○： 注意報レベル
注意報
レベル

開　始
基準値

終　息
基準値

基準値

急性呼吸器感染症 － － － 139 144 48.00 ↑ － 56 69 34.50 ↑ －

インフルエンザ 30.0 10.0 10.0 1 1 0.33 → － － － － → －

COVID-19
(新型コロナウイルス感染症)

－ － － 12 4 1.33 ↓ － 1 5 2.50 ↑ －

RS － － － 3 3 1.50 → － 4 1 1.00 ↓ －

咽頭結膜熱 3.0 1.0 － 1 4 2.00 ↑ － － － － → －

A群溶血性
ﾚﾝｻ球菌咽頭炎

8.0 4.0 － 3 － － ↓ － 1 4 4.00 ↑ －

感染性胃腸炎 20.0 12.0 － 7 8 4.00 ↑ － － － － → －

水痘 2.0 1.0 1.0 － － － → － 1 2 2.00 ↑ ◎

手足口病 5.0 2.0 － － 1 0.50 ↑ － － 2 2.00 ↑ －

伝染性紅斑 2.0 1.0 － 2 3 1.50 ↑ － － － － → －

突発性発疹 － － － － 1 0.50 ↑ － － 1 1.00 ↑ －

ヘルパンギーナ 6.0 2.0 － － 1 0.50 ↑ － － － － → －

流行性耳下腺炎 6.0 2.0 3.0 － － － → － － － － → －

急性出血性結膜炎 1.0 0.1 － － － － → －

流行性角結膜炎 8.0 4.0 － 1 1 1.00 → －

細菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

無菌性髄膜炎 － － － － － － → － － － － → －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － → － － － － → －

クラミジア肺炎 － － － － － － → － － － － → －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － → － － － － → －

－ － － － － → － － － → －

－ － － － － → － － － → －

－ － － 169 171 ↑ 63 84 ↑

前週
報告数
（人）

今週
報告数
（人）

定点種別 対象疾患

警報レベル 川薩保健所管内 出水保健所管内

定点
あたり
報告数

前 週
からの
増 減

警　報
注意報

定点あたり報告数

小児科定点

今週
報告数
（人）

定点
あたり
報告数

前 週
からの
増 減

警　報
注意報

前週
報告数
（人）

急性呼吸器感
染症(ARI)

定点

眼科定点

基幹定点

指定医療機関からの
インフルエンザ入院報告

指定医療機関からの
COVID-19入院報告

報　告　数　合　計

＜注意報・警報レベル＞
・川薩保健所管内 　 なし
・出水保健所管内　　水痘（警報レベル）

＜全数報告＞
・川薩保健所管内　　なし
・出水保健所管内　　なし

mailto:kita-kenkou-shippei@pref.kagoshima.lg.jp


第32週は、出水保健所管内で水痘が警報レベルとなっています。
感染対策を行い、感染を拡げないように努めましょう。

疾病別各保健所定点当たり報告 直近10w分（男女合計）

警報レベル 注意報レベル

23W 24W 25W 26W 27W 28W 29W 30W 31W 32W

急性呼吸器感染症 － － 79.33 69.33 62.33 57.33 65.33 70.33 90.67 49.00 46.33 48.00

インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 － － － － － － － － 0.33 0.33

  COVID-19
(新型コロナウイルス感染症)

－ － 13.00 21.67 15.67 17.33 21.33 21.67 22.67 4.67 4.00 1.33

　ＲＳウイルス感染症 － － 1.50 1.00 2.50 0.50 2.00 3.00 2.00 － 1.50 1.50

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 － 1.50 0.50 － 2.50 0.50 0.50 － 1.50 0.50 2.00

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 － － 0.50 2.00 2.50 － 0.50 1.00 1.00 1.50 －

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 － 4.50 1.00 5.00 6.50 3.00 2.50 6.00 3.00 3.50 4.00

　水痘 2.00/1.00 1.00 － － － － － － － － － －

　手足口病 5.00/2.00 － 10.00 26.00 11.50 14.00 12.00 9.00 2.00 2.50 － 0.50

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － 2.00 1.50 1.00 0.50 － 1.00 0.50 1.50 1.00 1.50

　突発性発疹 － － 0.50 0.50 0.50 － 0.50 1.00 1.50 0.50 － 0.50

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 － 2.00 2.00 1.00 － － 1.00 － － － 0.50

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － － － － － － － －

  急性出血性結膜炎 1.00/0.1 － － － － － － － － － － －

  流行性角結膜炎 8.00/4.00 － 2.00 2.00 4.00 1.00 1.00 2.00 2.00 － 1.00 1.00

細菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 － － － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － － － － － － －

23W 24W 25W 26W 27W 28W 29W 30W 31W 32W

急性呼吸器感染症 － － 35.50 28.50 38.50 32.50 56.00 51.00 49.00 41.00 28.00 34.50

インフルエンザ 30.00/10.00 10.00 － － － － － － － － － －

  COVID-19
(新型コロナウイルス感染症)

－ － － 2.50 5.00 2.00 9.50 15.00 9.50 1.50 0.50 2.50

　ＲＳウイルス感染症 － － － － － － － － 2.00 3.00 4.00 1.00

　咽頭結膜熱 3.00/1.00 － － 1.00 － 1.00 － 1.00 － － － －

　A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 8.00/4.00 － 2.00 3.00 3.00 4.00 3.00 7.00 3.00 2.00 1.00 4.00

　感染性胃腸炎 20.00/12.00 － 1.00 － 3.00 － － － 1.00 － － －

　水痘 2.00/1.00 1.00 － － 1.00 － 1.00 － 1.00 1.00 1.00 2.00

　手足口病 5.00/2.00 － 8.00 20.00 19.00 17.00 25.00 11.00 3.00 1.00 － 2.00

　伝染性紅斑 2.00/1.00 － － 1.00 － － 1.00 － － － － －

　突発性発疹 － － 1.00 － － － － － － － － 1.00

　ヘルパンギーナ 6.00/2.00 － 2.00 2.00 5.00 3.00 4.00 2.00 － － － －

　流行性耳下腺炎 6.00/2.00 3.00 － － － － － － － － － －

細菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

無菌性髄膜炎 － － － － － － － － － － － －

マイコプラズマ肺炎 － － － － － － － － － － － －

クラミジア肺炎 － － － － － － － － － － － －

感染性胃腸炎
病原体がロタウイルスに限る

－ － － － － － － － － － － －

川薩保健所管内推移
（定点あたり報告数）

基幹定点（報告数掲載）

出水保健所管内推移
（定点あたり報告数）

基幹定点（報告数掲載）

小児科定点

警報/終息

基準値

定点種別 疾病
警報/終息

基準値
注意報
基準値

小児科定点

急性呼吸器
感染症(ARI)

定点

基幹定点

急性呼吸器
感染症(ARI)

定点

眼科定点

基幹定点

注意報
基準値

定点種別 疾病



水痘について

水痘とは

いわゆる「みずぼうそう」のことで、水痘帯状疱疹ウイルスによって
引き起こされる、かゆみを伴う発しんが全身に出現する感染症です。
水痘は主に小児の病気で、９歳以下での発症が90%以上を占める
といわれています。

症状

発しんの発現する前から発熱が認められ、発しんは紅斑（皮膚
の表面が赤くなること）から始まり、水疱（水ぶくれ）、膿疱（粘度の
ある液体が含まれる水疱）を経て痂皮化（かさぶたになること）して
治癒するとされています。

感染経路
空気感染、飛まつ感染、接触感染によって拡がります。

家庭のほか、学校などの施設内でも感染の伝播がみられます。
潜伏期間は長く、２週間程度（10日～21日）くらいとされています。

参考資料
水痘｜厚生労働省
水痘｜国立健康危機管理研究機構 感染症情報提供サイト

予防と対策
現在国内では乾燥弱毒生水痘ワクチンが用いられています。
水痘ワクチンの１回の接種により重症の水痘をほぼ100%予

防でき、２回の接種により軽症の水痘も含めてその発症を予防
できると考えられています。

家庭内接触での発症率は90%と報告されており、家庭内での

感染を防ぐために水疱に触れた後の確実な手洗いやタオルの
共有を避けることも重要です。

出水保健所管内で警報レベルに達しています。
対策を行い、感染を拡げないように努めましょう。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/chickenpox.html
https://id-info.jihs.go.jp/infectious-diseases/varicella/index.html
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